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荻原断二教授の死をいたむ

首研究所々員荻原噺二教授は，昭和~29年 1月初日の朝，郷里の長野腕佐久郡前山村でなく

なった。 1月16日の土曜日は，われわれ研究所のものたちが最後に荻原教授を見た日になって

しまった。翌17日の日眼目，同教授はいつもとかわらない元気なすがたで札幌をたった。そし

て，族先で突然に殻病し，数日にわたる昏睡欣態をつづけたのち，ついに25日になくなったの

でるる。

同教授は雲の物理阜の研究によって，はやくから，その名が堅舎に知られていた。松本高等

皐校から東北大墜理製部物理墜科にすすみ，昭新会年3月卒業して，ただちに東京の中央気象

蚕にはいった。その後，昭和21年までひきつづき気象蚕に籍を;t;-き，昭和18年から 21年まで

は札幌管直気象蚕に勤務した。そのあいだ，われわれ低温科態研究所員と親しくつきあい，たた

じ種類の研究にた示、さわるもの同志とし之，意見をかわし互にはげましあっていたので、ある。

昭和21年，東北大J製助教授として仙蚕にいってからも，われわれとのるいだの研究論文の交換

は活般に必とたわれてかたい接偶がたもたれ，ついに，昭和28年 3月，われわれは同助教授を

低温科製研究所の教授としてむかえるにいたった。

芸の物理撃は，現在気象撃のうちに大きな地歩をしめている。ながいあいだ，との方面に

多くの業績をこのとしてきた荻原教授は，われわれのととろへ来てからも，ただちに北海道のよ

うな寒地に沿いての芸の物理撃の研究にとりかかった。 1月17日，荻原教授がやむをえない所

用のため札幌をたったのも，石狩JIIの川霧を利用しての研究のさなかのことだったのである。

われわれの友人としての荻原教授の死者と悲しみ，すぐれた研究者としての荻原教授の死を惜

しむ言葉は，書きつらねても果しのたいととであろう。われわれの研究は人類の平和と幸幅と

のためのものである。それゆえにとそ，遅々としてではあるが，たえまたく，進めつつある低

温科撃を，われわれの頭のなかに，いきいきと生かしてゐかなければならない。そうして公け

ば，たとえ個々の研究者に不幸がみまおうとも，われわれの仕事はつぎつぎに惇えられて成長し

てゆくであろう o 荻原教授ののとした業績も，それとともにいつまでも生命を保つのである。
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